
まちを育む

はぐく

2

ー
セ
ン
タ
ー
』
の
必
要
性
を
説
い
て
い
ま

す
。平

成
８
年
に
策
定
し
た
『
登
別
市
総
合

計
画
』
で
は
、
鉱
山
地
区
を
『
人
と
自
然

の
ふ
れ
あ
い
拠
点
』
と
し
、
そ
の
中
核
的

な
役
割
を
担
う
施
設
・
ネ
イ
チ
ャ
ー
セ
ン

タ
ー
の
建
設
を
主
要
な
施
策
の
一
つ
と
し

ま
し
た
。

平
成
９
年
か
ら
は
、
市
は
『
鉱
山
地
区

整
備
調
査
』
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
鉱

山
地
区
の
整
備
の
あ
り
方
や
ネ
イ
チ
ャ
ー

セ
ン
タ
ー
の
基
本
プ
ラ
ン
を
検
討
す
る

『
市
民
懇
話
会
』
を
設
置
。
平
成　

年
６

１１

月
に
は
同
懇
話
会
よ
り
、
提
言
書
が
提
出

さ
れ
、
鉱
山
地
区
を
自
然
環
境
の
尊
さ
、

大
切
さ
を
学
び
、
次
代
に
継
承
す
る
意
識

を
育
む
た
め
の
セ
ン
タ
ー
と
位
置
付
け
、

ネ
イ
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
の
担
う
べ
き
役
割
・

機
能
や
運
営
の
方
向
性
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

こ
う
し
て
、
ふ
る
さ
と
の
自
然
を
愛
し
、

子
ど
も
た
ち
に
手
渡
し
た
い
と
願
う
市
民

の
熱
い
思
い
の
も
と
平
成　

年
４
月　

日
、

１４

２５

登
別
市
ネ
イ
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
『
ふ
ぉ
れ

す
と
鉱
山
』
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

以
来
、
自
然
愛
好
団
体
や
地
域
の
理
解

と
協
力
の
も
と
、
市
民
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
・

市
の
協
働
と
い
う
形
で
運
営
さ
れ
て
い
ま

す
。
オ
ー
プ
ン
か
ら
２
年
を
経
た
今
、
利

用
者
は
約
２
万
７
千
人
（
平
成　

年
４
月

１４

〜　

年
３
月
）
を
数
え
、
総
合
的
な
学
習

１６
の
時
間
な
ど
学
校
教
育
の
場
と
し
て
積
極

的
に
利
用
さ
れ
る
な
ど
、
自
然
に
親
し
み
、

自
然
を
学
び
、
は
ぐ
く
む
た
め
の
か
け
が

え
の
な
い
施
設
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
鉱
山
地
区
の
適
正
な
自
然
の
利

用
や
保
全
、
創
造
を
考
え
、
環
境
教
育
を

進
め
る
た
め
の
人
材
育
成
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
づ
く
り
や
環
境
に
配
慮
し
た
整
備
の
あ

り
方
な
ど
を
ま
と
め
た
『
鉱
山
の
自
然
の

村
づ
く
り
構
想
』
を
描
き
、
登
別
の
自
然
・

環
境
の
情
報
の
発
信
源
と
し
て
の
中
心
的

な
役
割
を
も
つ
施
設
と
し
て
『
ネ
イ
チ
ャ

『
ふ
ぉ
れ
す
と
鉱
山
』
建
設
ま
で
の
経

過
を
さ
か
の
ぼ
る
と
、
平
成
元
年
、
国
の

『
ふ
る
さ
と
創
生
事
業
』
を
契
機
に
誕
生

し
た
市
民
組
織
『
い
き
い
き
人
と
ま
ち
推

進
会
議
』
の
『
こ
ん
な
ま
ち
に
し
た
い
提

言
書
』
（
平
成
６
年
３
月
刊
行
）
に
至
り

ま
す
。

こ
の
提
言
書
で
は
、
自
然
を
テ
ー
マ
と

し
た
ま
ち
づ
く
り
の
議
論
や
自
然
の
調
査

結
果
を
取
り
ま
と
め
、
鉱
山
地
区
を
『
身

近
な
自
然
や
野
性
味
の
あ
る
自
然
の
宝
庫
』

『
子
ど
も
の
環
境
教
育
に
最
適
の
場
』
と

位
置
付
け
て
い
ま
す
。

〜
ふ
ぉ
れ
す
と
鉱
山
の
誕
生
と

 

こ
れ
ま
で
の
歩
み
〜

ふ
る
さ
と
の
自
然
を
愛
す
る

市
民
の
思
い

郷土の自然を愛する市民の願いのもと、
『人と自然のふれあい拠点』である鉱山地区に
ネイチャーセンター『ふぉれすと鉱山』が誕生して、
２年の歳月が流れました。
今月号の特集は、
鉱山町の歴史と美しい自然をご覧いただくとともに、
ふぉれすと鉱山の設立の背景、運営方針、事業などを
ご紹介します。

特集

鉱山再生


